
公益社団法人全日本病院協会会長殿

医政安発 0312第 2号

令和 2 年 3 月 12 日

厚生労働省医政局総務課医療安全推進室長

（公印省略）

医療事故調査・支援センター2019年年報の公表について

医療行政の推進につきましては、平素から格別の御高配を賜り厚く御礼申し上げます。

医療事故調査制度は、医療事故が発生した医療機関において院内調査を行い、医療事

故調査・支援センターにおいて、その調査報告を収集し整理・分析することで医療事故

の再発防止につなげ、医療の安全を確保することを目的として実施されております。

今般、「医療事故調査・支援センター2019年年報」（以下「年報」とし寸。）が公表さ

れましたのでお知らせいたします。

相談や医療事故報告等の現況は、別添のとおりです。費職におかれましては、内容を

御確認の上、貴会会員施設に対する周知をお願いいたします。

年報につきましては、同センターのホームページ https://www.medsafe.or.jp／にも

掲載されていますことを申し添えます。
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別添

1I 相談・医療事故報告等の現況

本要約版は、集計結果の中から主要項目を抽出し、報告件数等について2019年1月1日～

同年12日31日までの状況を、制度開始からの推移あるいは前年比等によりまとめている。
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要約版相談の状況

1.相談件数の推移（数値版1一(1)ー①参照）
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。 図書型車調臨調関倒閣障関語調関居留
''HIH月s'A6月 7月 •'A 9月 10月 11）司 12月11湾＇~ 3Jj 4月5Jl6Jl111箇Jj9月四月UJlJJ!lllJlZ)j 3月4月sJHJl7月8Jl9月

捌畔 I 盤翻 ！ 捌岬
[1,731f牛］ [1,933件J [1,989fヰ］ [2,054件］[597件］

※相繊手段の大半i主権穏であるが、それ以外に文様等が数｛牛含まれる。

140～1 90件台／月で｜量移していた。

＼、

2 相談者別（「医療機関jとf遺族等J）相談件数の推移（数値版ト（1)ゆ参照）

（｛牛数）

400 

350 
医療機関

暗闇遺族等

300 287 280 
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。
1月町3月 4月吋6月 7月勾9月 10月司12月j11'!・ 3月

2016匁

[979件］
[593件］

10FJ－・；村正月4月 4Fl-6丹 7月， 9月叩－12月・；l月 3!'l 4月－~月昨9B 1昨凶

I 201碑！｝；＇川；： i 

[8911牛］ [ 8541*] 
[976｛牛J [1,065｛＇牛］

医療機関 [350件］
！ i自族九年 [1451牛］

[1,019件］
[ 765件］

※相談者別（ f箆llit:出頭Jとfii~族等」）の栂議件数を閥半JUIごとに表記している由
主主「ii!!族等JIこI立、生存事例における綴談者やその家篠が台まれる。

医llil艶聞からの相談iま854｛＇牛‘
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要約版相談の状況

3弓遺族等の相談内容（数値版l-(1)一④参照）

2018毒事

[1,050件］

2018緑、

[650f＇牛］

。 100 200 300 400 500 600 

制度開始官官等の死亡事例や生存事例に関する

477 

117 

※『遺族等jにl主、生存事例における棺脱者やその家族が含まれる。

（件数／賀線計よ）

1,200 

4 遺族等からの求めに応じて医療機関へ伝達した件数（数値版1-(1）一⑤参照）

（件数）

医療機関

病院 24 38 19 12 

診療所 2 

助産所 。 。 。 0 

25 39 21 9 

※医療機IYIへの伝達1立、厚生労働省医政防総務課長通知（平成28年6月24日医政総発日624第1号）fi車紋等からの求めに応じて、相談の肉容噂を病問ii:J午の管理者1こ伝i1iする
ことjl二基ゴく。

il'!族主事からの求め！こ応じて医療機関へ伝也、した件’故iま25｛＇牛であった。
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要約版相談の状況

5.センター合議における助言内容および、医療機関の判断（数値版1-(2）ー④参照）

。 10 20 30 40 50 60 70 
（｛キ数）

80 

機数の考え方を r医療事故jとしての報告対象とは
伝えた11[18.0帖l 者えにくいと助雷した 13[213~ら］

知可した；！日惜し1川！ 報告していない
• ..い.，：勺 1,,,1•;, i J.3 

「医脚故jとして報告を糊すると助言した 37[67,3%] 慢で~~~f伝えた ~~~~たおうアす誌は
報告したお い惜し5いない 4咋ペ報告L~いない報告Lていない
75.7% : 2,4.3% 42.9% : 57.1% 4 

2018年

[55件］

要

約

版

2010• 

[67件］

「医療事被Jとしての相官対象とは
考え！こ〈いと則J脅した 13[17.6拍］

報告していない

13 
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報告した29

87.9＇）古
報告していない

14 

※2019年のf報告したJI立、2020年1月末日時点までに医縦事故発生の報告を受けた件数の再掲であり、「報告していないjには検討中のものを含む。
※「セン9一合総jとは、医jfl機fMIが行う「医II.!栴放か否かの判断JIこ関する支l盟として、セン'Jーの；複数名の専門家らにより合協を行い、その紛!l！を震f視機関へ助言として伝え
るものである。

センヲ一合t.lllま61｛牛梨崩した。内訳！ま、「繍告を捻挺すると助言したJ37件のうち、医fl.t峨j蝿から医療事故報告されたものが21件であった。また、
を伝えたJll件のうち、ill告されたものは4件であったo
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医療事故発生報告の状況要約版
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6.医療事故発生報告件数の推移（数値版2一（1)一①参照）
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20～伯仲台／月で推砂していた。

[81件］

7.病床規模男lj医療事故発生報告件数（数値版2ー（1)ー⑤参照）
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100～199 200～299 300～399 400～499 500～599 600～699 700～799 800～899 900以上

（病床数）

20～99 1～19 。
。

次いで多かったのがr200～299床J56件であった9
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要約版医療事故発生報告の状況

8.病床規模別1施設あたりの医療事故発生報告件数（数｛直版2一（1)一⑤参照）

（件被）

1.2 

1.0 

0.8 

0.6 

0.4 

0.2 

0.0 

2019年［0.0021件］

2018年［0.0021件］

同令四 2017年［0.0021件］
2016年［0.0023件］

0.0~； 2 
t1.95Jo 
0.043 
CJ.GO<! 

0 1～19 20～99 100～199 200～299 300～399 400～499 500～599 600～699 700～799 800～899 900以上

（病床数）

※「1施設あたりの繍告件数JI立、各年の1月～12月の報告件数／施設散として算出し、有効数字2.tfiで表示している。
※J,ffi設教i土、 2016年IまF平成27年医療施設服査J 、 2017年は「平成28年盟主療施設耐査j 、 2018年Ii「平成29年億療施設綱査I 、 2019年Iま「平成30年自~ff.！施設訓査」（厚生労働
省）に基づき算出している。 ) 

沼田呂田町田注目指~~~~－＝＝：］
一ーー“一一一一一一一一一一也ー l ) 

9闘病床規模見lj1 病床あたりの医療事故発生報告件数（数値版 2一（ 1) －~）：参照）

(j牛数）
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8岬4ゆ~－－－ . ＇）礼…… !J..?9.
0.22 tJ .. '.) 

0.0 

0 1～19 20～99 100～199 200～299 300～399 400～499 500～599 600～699 700～799 800～899 900以上
(j向床数）

※「i病床あたりの仰告件数JI主、各年の1月～12月の矧告件数／病床数として算出し、有効故字Z桁で表示している。
※病床教！ま、2016年iま「平成27年盟主療施設制査j、2017年！ま「平成28年盟主1f"h1＂設調査i、2018年！正f平成29年控室療施設調査J、2019年iま「平成30年医療施設調査J（厚生労働
省）に議づきw出しているe
※病床数に！立、精神病床、感主主疲iii/床、結核抑床、療従病床、一般病床、一綾診療所の病床を含むゅ

1病床あたりの医抑事故発生報告件数が織も多かったのは「900床以上」0.79（×10・3）件で、次いで多かったのが「700～799床J0.46( x 10 3）件であったロ
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要約版医療事故発生報告の状況

10.病床規模別医療事故発生報告実績の割合（数値版参考2ー（1ト⑤参照）

} 0.5%同股］ 報告5財産なし 99.59{,[178,113施設］ 』担段数｛総数〉

。 163,763 

1～19 6,955 

20～99 2,977 

100～199 2,813 

200～299 1,093 

300～399 701 

2窺 400～約百 380 要
500～599 167 約
600～699 111 版
700～799 50 

800～899 27 

900以上 53 

。% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100% 

※このJllii十は、2016年1臼月～2019i手12月末＊での擬制仁基づき集計したものである。 ※4日告東側あり（回数〉！土、1つの僅1融機関が陸線事故先生報告をした回数を示している。
※絢段数（総散）｛立、「平成30年限f前総設納資J（厚生労働省）に基づき算出している。

｛高広吉正長信二潟両五福函L；五両幅広稲荷z.~－；；：両副弘前；；；.；c;-：－－－ーコ

11.医療事故発生報告施設における報告回数（数値版参考2-(1）ー⑤参照）
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[4施設］

7回
0.7% 

円〔7施段］

B回
0.1% 

[1総設］

報告実繍あり施設数 977施設
※1純殺あたりの平均報告回数 1.6回

4間
4.4% 

[43施設］
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※この集計は、2015年10月～2019年12月末までの実紙に基づきjf,jf十したものである。
※報告岡被［土、1つの医11.i機関が医f剤事故発生報告在した回数を示している。

次いでf21!!JJが17.5判（171純設）であったの
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要約版医療事故発生報告の状況

12. 1事例に関与した医療機関数（数値版2-(1)一⑥参照）

2施設
11.7% 

[188｛•牛］

概数（（／）探iJJ.~機関が関与

／／  
3施設以上
0.7% 

[1i1'牛］
（件数）

324 l 329 
(85.99也lI (88.9%) 
帥仰論－令－－

47 I 38 
(12.5%) I (10、3%)

※この集計I主、医抑事故発生報告の情報に品づき、セン世ーが分煩、集計したものである。

1施設
87.6% 

[1,408件］

そのうち、2施設が188件、3施設以上が11件であった。
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医療事故発生報告の状況重要約版

13.都道府県別医療事故発生報告件数（数値版2一（1 ） ~CZ)参照）

1,607{1牛医療事故発生報告件数（累計）
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目前開恐般開企ぽ型開発生報告件数が最も多かったの｛ま「東京都J199件、次いで「酬県J10併であったα

14.都道府県別人口100万人あたりの医療事故発生報告件数れ年換算］（数値版参考会（1)一⑦参照）
/' 
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医療事故発生報告の状況要約瓶

15.起因した医療（疑いを含む）の分類男lj医療事故発生報告件数（数値版 2一（3）一①参照）

（件数）

250 

関 2019年
[373件］

2018年
[377｛牛］

劉 2017年
[370件］

2016年
[406件］

224 

177 
163 
156 

200 

「手荷（分娩を含む）Jが最も多く156件であり、次いで多かったのは「処償J51件であった司

150 

'>7 A .48 
50 :3::1 32＂＇~.:.31 40玄関p閣総

22三空 孔凡 1~301司関国 費富；闘員 - 戸～。 11 1214 2~3老
議寄宿2員6~1,s盟百五五盟関山三関誌覇留32. 3: 02:, 0~；4！騒守~.~品 ~.9品開 ,z.:2！：五議
j誠：r治 生お診一戸田；；布t~ -"if…語詞訴…百…雇 If 療”語句語”問；r~···1
；偉；；議議鰐 111：：を寵議術酔話器 II義型耐Hちま；； t1I 
j露；j査査取東lj 査 IIヰ Y 主 治務；i 装 身盟II外；
；川；j . llQ T Q 療 ~II 浴詰！II I 
I II 11 ~扇；j 伽j蒜；；；
！紗司tdー…《ー奔守 町一 JI命的向勝山ぷh a… 日尚治樫…………………JL＿＿＿…－－···｝：＂~り虫色一一…忠之、… j

※起関した医械の分類l立、厚生労働省医政防長通知（平成27年5月B日医政発0508第1号）の別添「医療に起関する（疑いを含む）死亡又Ii死産の考え方JIこ基づ昔、2016年～
2017年i立医療事故発生報告の内容をセン宇ーが分如、集計したものであるが、20!8年1月以降l立医抑機関から報告された分矧に基づき集計している。
※「左記以外』には、院内感染、突然の心締停止状態での発見等が含まれ、分類密総だったものである。

100 

。
要

約

版

16.「手術（分娩を含む）Jの内訳（数制M一（3）一②参照）

2019年
[156｛•牛］

2018年
[163件］

関2017年
[177{牛］

2016年
[224件］

45 

40 

34 35 

32 

29 

25 
23 

25 

22 

19 

25 25 
30 

15 

分
娩
（
帝
王
切
開
術
を
含
む
）
…

II 

15 

10 9 9 

24 

21 

7 

2020 20] 20 

15 

24 

バ品
7

p
h
v
 

r
コ

10 

20 

10 

そ
の
他

手術
※この集計は、f15.起因した医療（疑いを含む）の分類別医療事故発生報告件数Ji二記叫したf；台北1」のうち、f手術（分娩を含む）Jの内訳である。
※手術除、f平成26年患者調査J（厚生労働省）の「病院退続票」における手術名に基づく分類である。
※「その他JIこi立、気管切rm街、ベースメーカ－M込み術、口腔外科手術、ラジオ波焼灼術等が含まれるロ

経
皮
約
血
管
内
手
術

そ
の
他
の

内
視
鏡
下
手
術

胸
腔
鏡
下
手
術

腹
腔
鋭
下
手
術

筋
骨
悼
惜
系
手
術

（
四
肢
体
幹
〉

銅
版
手
術

関
胸
手
術

関
頭
手
術

。

医療郁故発生報告件数が般も多かったのは「経皮的風管内手術J34件であり、次いで多かったのは「閲隙手術J25件であった。
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要約版院内蹄査結果報告の状況

17.院内調査結果報告件数の推移（数値版3-(1)一①参照）

（件数）
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[7i牛］ [364f牛］

3641牛であり、10～40件台／月でlit移していた。

ーマノ

18.患者死亡から医療事故発生報告および院内調査結果報告までの期間（数植版参考3-(1)一④参照）

｛日数）

450 

400 

死亡から院内側査結果
報告までの期間I(中央値｝

噌持傘喝事・ 死亡から医機事政先生
報告までの期間（中央値｝

3SO 

300 

2SO 

200 

150 

l 100 

50 

[364件］

死亡から盟主療事故の判断に要した回数の中央値！ま32回、発生報告から院肉郎l査結果報告までに要した日数（院内illil変｝の中央値IJ'.265日であった。また、
から院内調1tr:結果報告までに要した日数の中央i直l<l:326日であった。

13 
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版
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要約版院内調査結果報告の状況

19.地域ブ、ロック別院内調査結果報告の状況（数値版参考3-(1）ー③参照）

医療事散発生報告件数（累計） 1,606件

せ向米
）
月
上
カ
以
M
月
～か

刊
ノ
h
n
h
U

今
ム
ベ
ベ
d

済
告
位
向

止
同
級
朗
報

報
未
来

刈

繍

F 未報告（12か月未満）
日未報告（24～36か月未満）

北［8海7件道］ 

[1東03北f牛］

関［5東99信f牛越］ 

号地 東海北陸

嬰
号［226｛＇牛］
つ
近器産

約 [2591牛］

版
中霞四図
[116｛牛］

九州
[216｛牛］

。%

18.4%[16件］

4、9%[ 5｛牛］

4.5% [271•牛］

1.5% [ 4f＇牛］

2、6%[ 31＇牛］

16.7%[36件］

10% 20% 30% 40% 50% 50% 70% 

※この蝶計i立、2日15年1D月～2019年12月末までの爽繍に基づく内容を示したものであるο
来1か月を30日としてi集計している。
※i¥lll査報告不婆の1件Iま除く。

80% 90% 100% 

医療事故発生~9告から12か月以上を婆しているものは78件であった。

20.医療事故発生報告から12か月以上調査している（未報告）理由（数値版参考3-(1)一③参照）

院内調査結果未報告件数 78件

c.m根計上）

制度 制度の理解不足制御f必要であることや調笠後にセン告ーへ報告することを知ら的、った等〉 12 

解剖結果が出るまでに時間を要している 。
外部要員の派遣までに時間を要している 9 
一一一一一

調査 I委員会開催のための日程調整に時間を要している 9 

調査検討に時間を要している（委員会を複数開催した等） 12 
一 一一
報告書の作成に時間を要している 26 
一一一一………一一…ー
他の業務があり時聞を要している（マンパワー不足） 4 

一一一一一一一
説明 遺族への調査結果の説明やその後の対応に時間を要している 16 

その他 上記以外の理由で時間を要している（担当者交代待〉 4 
h’‘－’ h『・－・・・司品一回 町F .. ，町F－－句帥】悼--・→守守山・ 4・4・』－－咽 •• H’一‘ 一品 目』日一叫..』

特に要因はない 11 

※2019年12月末時点において、院内E周波結果朱報告のうち12か月以上を要している78件について鋭音iしている。
※この集計［立、医I~惚i鶏への照会に基づきセン＇＞ーが集計したものである。

理由として最も多かったのは「側告諮の作成に時間在姿しているJ26｛牛で、次いで多かったのはrm族への翻査結果の説明やその後の対応iこ時間を製してい
るJ16{牛であった。

山山／
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要約版院内調査結果報告の状況

21.解部の実施状況（数値版3一（2）一①参照）

。 50 150 300 350 200 250 100 

不明
1件［0.3%]

2018匁｛

[361件］

者韓瑚解剖120
83.3% 

岬

削
m
加

病理解剖57 j 13 : 
川% ；日以j

…川恥一死罰身元関l!t解剖 I,1.4% 
司法解剖jし行政解剖3,4.1%

※「死因身元首ij;l<俗世l)Jとiま.2013年4月1日施行「襟原型事が取り級う死体の死因又は身元の側資導に｜則するj封書jに必づく解剖である。

日以誠正敏i立、織内側側報告があった364｛牛のうち139件であった。

22.死亡時画像診断（Ai）の実施状況（数値版3-(2）③参照）

。 150 250 200 300 350 50 100 

不明
2[0.5%] 

2018年

[361｛・牛］

不明

2[0.6%] 
実施あり116[32.1%]

不明
6[1.9%] 

20111年 実施あり85[38,8%)
〔219f牛］

λ実施なし134(61.2%]

※rm純ありjf;l:、死亡官官に線影したCTをAiとして記殺している場合を含む。

Aiの実自在件数は、院内関査結果報告があった3[;4件のうち124件であった。

15 

（件数）

400 

二コ

（件数）

400 
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要約版院内調査結果報告の状況

23.解剖とAiの実施状況の内訳（数値版3一（2）－＠参照）

2018年

[3611＇牛］

要

約

版

2010年

[219f牛］

。 50 150 350 200 250 300 100 

Alのみ実脳69

実施あり 205[56.8%]
解古ljのみ実路89

43.4~色

i 解和:JoAI何方完結SS! Alのみ実施61
I '26.8% j 2 

Wiil仰♂占拠結42,m削·A｛~方究I.~

33.1% j 25.2%, ! 
則的み実施日

41.7号自

※解剖およびAiの架線状況が不明なものは、美術なしとして錦計している3

（件数）

400 

日議説説話~~宙定通五区烹夜話主主~こ州捌阿った。
一一一一一一一一一一＿j

24.病理解部の病床規模別割合（数値版参考3一（2）一①参照）
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500～599 
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700～799 

800～899 

900以上

(ti病理解剖あり
30.5% [388件］

l病理解部なし

69.5% [884件］

80,0%[12件］

7(!.3% [4S,1tfl 

78.1%[50件l’

82.6%[128件］

71.7%(12211判

68i8cYo[14if牛r..... . 
ss.3% ［~13Ji牛］
55.0%[66件｝

65.8%[7f件3
81.0%[5'.I.件］

65.1%[41件］

61.2%[63件l

｛報告件数）

15件

59件

64件

' 1ssj牛

157｛牛

205件

151｛牛

120＋牛

117件

63｛•宇

63j牛

103{牛

90% 100% 

。
1～19 

。% 40% 60% 80% 70% 50% 10% 20% 30% 

従淵理解剖ありは‘「！I背理解和l)j実施件数のみをw出してお仏「司法解剖J令「行政解剖J、f死因身元調査解剖JJ;l:病壇賞軍事jなしlこ含まれる。

間明言語ミ理~~~~~：~：~~：：~~型空竺雪~：~三竺豆］
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院内締査結果報告の状況要約版

25.病床規模原j病理解剖およびAiの実施件数（数値版参考則的一①・参考3ー（2）ー②参照）

393~牛（88.9%)
49件＼11.1%)

警護報告施設

口他施設

Ai 
2831<ヰ（72.9%)
10~.l'停（？7.l<J1J2
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他施設

病理解剖

（件数｝
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要
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版
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（病床数）（病床数）

※Alが実施されたものについて集計している。※事耳坦2高卒自tJが実施されたものについて3製品十している。

26.院内調査委員会における外部委員の参加状況（数値版3ー（3）一④参照）

100% 90% 80% 70% 60% 50% 40% 30% 20% 10% 。%

一参加なしl 4人281 s人以上34i i>_i>l~，4~c 
i 9.1% i 11.0% ' .、［52件］；

3人65

21.0% 

85,6%[30~件］参加あり
2人120

38.8% 

1人62

20.1% 

2018年

[361｛＇牛｝

著書加なし a
13.4% 

[43件］暫広：！！
著書加なし
21,6% 

[47 l•中］

j4人 12~5人以上 17
j 7.0%l 9.9% 

3人23
13,5早b

参加あり 78.4%[171件］
2人68

39.8早色

1人51

29.8% 

※委員会の設出がなかったものを怖いて航計している3

Wll査委員会の開催があった361件のうち、外部委員の参加があったのは310l牛（85.言明）であった。そのうち参加人数はr2人jが36.sgもと最も高〈、
が23.5怖であった。

17 
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要約版院内調査結果報告の状況

27.再発防止策の記載状況（数値版則的ー①参照）

2018年

[361{1牛］

要

約

版

201申年

[219件］

0% 20% 100% 10% 30% 60% 70% 80% 90% 40% 50% 

再発防止策の記載あり
95.6~也［345{1牛］

再発防止策の記載あり
87.2%[191件］

し
8.2% 14.~91i 
[18件］ [lO件］
/ ¥:;i 

「紡止策なしjと記戦あり

※f記載なし』とは、院内競'itc結集報告禽［ニ再州防止策の記載がなかったものである。

再発防止策の記織があったlll例は350件であり全体の96.2同であった。

28.院内調査結果報告書のページ数（数値版3-(6）一①参照）

i ※院内ID≫査紛ll!報告得の表紙、尽次、添付資料などを除いたページ数をセンヲーが集計したものである。

I 山山内一一…………………

。

1～3 

4～6 

7～9 

10～12 
;::; 白色

ぷ13～15

16～18 

19～21 

22～24 

25以よ

10 20 
｛件数〕

100 30 40 so 70 80 60 90 

40 

53 

95 

55 

51 

25 

12019年

2018年

関2017年

2016年

中央俄1 9 
一一一一
平i句iii!I 10.9 I 1 

最小 I 1 I 1 
…日 U 叩＇ ......… 
最多 I102 I 157 

中央1由！まrgページJ、平均i自は「10.9ページjであった。
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センター調査の状況要約版

29.センター調査対象件数と依頼者の内訳（数｛直版4一（1)ー①・②参照）
“””山…山……、

依頼者の内訳センター調査対象件数

（件数〉

40 35 30 5 10 15 20 25 

仁一鍛医療機関からの依頼4[12.1 %] 

議総線基署 E

[33｛牛］

。
院内調査結果報告件数（累計） 1.272件

セシター調査対象件数
9.0% 

[114件］

要
約
版

「一一医療機関からの依願3[13.0%］令

遺族からの依願
20 [87'.0 %] 

選盤機離脱IJllil

2018年
[23｛•牛］

「一一医療機関からの依頼

臨髄i1[17;g・別
[39件］センター翻査依頼なし

91.0% 

[1,1sM牛］ 「一医療協関からの依繍

2018匁 6[31.6 %] .遺族からの依綴
13 [68.4 %] 

[191牛］

※2015年10月～12月はセン告一問責の依頼はOi牛であったU

院内閣変結果線倍件数の淑言十Iま1.272件であり、セン哲一制査対訟となった事例l；士9.0軸（114件）であった。セン聖一綱査の依級は33件であり、
「医療機関からのf;ttuJが4件、 f；盟！長からの依頼Jが29i•牛であった。

30.センター調査の依頼理畠（数値版4一（1)一③参照）

114件

年…尚一

3
’

4
一7
…
2
9
7
叩

3

4

nu
一

(i牛激11置総計よ）

0

5
一5
一8
1

3

0

6

9
～幻…

4

6
一回

・4
1
一n
L
一
組
斗

n
O

マ
l
q
d
n
J

？』時

センター調査対象件数（累計）

医療機関

院内調査結果に
納得できない

族遺

32 

山
川
一
計一用一億一
件

宗一で一査一翻一内一院一

ノ

※依tn逮由i立、セン合一読書量依頼時の情報に基づき、セン5'ーが分類、集計したものである＠
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